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要旨；私たちは以前、実務実習生を対象に薬剤師が講義を行い、薬剤師と実務実習生の相互評価による薬剤師の指導ス

キルの改善および向上効果について報告した。本研究の目的は、多変量解析を用いて実務実習生の講義満足度に影響を

及ぼす因子とその影響度を明らかにし、またCS （Customer Satisfaction）分析を用いて講義の改善点を抽出することで

ある。岐阜市民病院薬剤部において、平成24-25年度の実務実習生を対象に、薬剤師による講義とアンケート調査を実施

した。アンケート項目は、「主題説明」、「熱意」、「講義満足度」等の10項目とし、５件法によるリッカート尺度の回答形

式とした。多変量解析により、特に「理解しやすさ」と「興味喚起」が「講義満足度」に影響を及ぼすことが明らかに

なった。また、CS分析により、講義の改善点として特に「興味喚起」と「特色性」が抽出された。

Abstract ; We reported the effect of improvement and progress of pharmacists’ instructing skills owing to mutual 
evaluation by pharmacists and pharmacy students after lectures to pharmacy students by pharmacists. The aims of 
the study are to clarify factors influencing lecture satisfaction of pharmacy students using multivariate analyses and 
the influencing degree, and to extract improving items of lectures using customer satisfaction (CS) analysis. At the 
department of pharmacy in Gifu Municipal Hospital, lectures by pharmacists and questionnaire survey were 
performed for pharmacy students in 2012 and 2013 academic years. Ten questionnaire items contained “explanation of 
subjects”, “enthusiasm”, and “lecture satisfaction”, etc., and Likert scale by 5-point method was used as the answer 
form in the questionnaire. From the multivariate analyses, it was clarified that “ease to understand” and “rousing 
interest” particularly influenced “lecture satisfaction”. From CS analysis, “rousing interest” and “characterization” were 
particularly extracted as improving items of lectures.

所属： ＊１　岐阜薬科大学　病院薬学研究室

　　　＊２　岐阜市民病院　薬剤部

＊１　 Laboratory of Clinical Pharmacy, Gifu Pharmaceutical University 
＊２　Department of Pharmacy, Gifu Municipal Hospital 



6

原著論文

緒言
　現在多くの大学では、FD（Facu l t y 
Development）活動の一環として、学生への
アンケートによる授業評価が実施され1-4）、
授業の改善や教員の教育スキル向上が行われ
ている5）。私たちは以前、病院実習中の実務
実習生を対象に薬剤師が講義を行い、薬剤師
と実務実習生の相互評価による薬剤師の指導
スキルの向上効果について報告した6）。
工学教育の分野では、授業の改善を目的とし
て、授業の満足度に影響を及ぼす因子とその
影響度を多変量解析により明らかにした報告
がある7, 8）。しかし、薬学教育において、満
足度への影響度の調査を目的として多変量解
析を用いた報告はない。一方、CS分析は薬
学教育の評価にも導入され、実務実習やPBL

（Problem-Based Learning）において満足度
の観点から改善点の抽出を行った報告がある
9-14）。しかし、実務実習における病院薬剤師
による講義に関する報告はない。講義の本質
的な目的は実習生を満足させることではない
が、満足度は大学の授業評価において一般的
に利用されている項目であり、満足度の観点
から講義を評価することは非常に重要であ
る。
そこで、本研究では、病院実習中の実務実習
生を対象に薬剤師による講義について、その
改善項目を分析および抽出するため、実務実
習生へのアンケート調査を実施し、多変量解
析およびCS分析による評価を行った。

方法：
1．薬剤師の講義の取り組み
　平成24-25年度の実務実習の期間に、岐阜
市民病院薬剤部において、実務実習生30人を
対象に薬剤師22人が主に薬剤師国家試験の

「病態・薬物治療領域」と「実務領域」に関
し実践的かつ経験的な内容を盛り込んだ講義
を実施した。実務実習生が同じ薬剤師の講義
を受けることがないよう調整した。

2．アンケート調査
　各薬剤師の講義後に、講義を評価するアン
ケートを実務実習生に配布、回収した。平成
24年度は第１期72部４人×18回、第２期90部
５人×18回、第３期72部４人×18回、平成25
年度は第１期100部５人×20回、第２期120部
６人×20回、第３期120部６人×20回配布し
た。アンケートの記入は講義室とは別の部屋
で行い、回収および集計は講義を行わない薬
剤師が行った。なお、アンケート調査は岐阜
市民病院の倫理規定に則り実施し、自由意志
で参加し途中いつでもやめることができるこ
とを口頭で説明した。
　アンケートの調査項目は、「主題説明（講
義のはじめに主題や内容項目について説明が
あった）」、「熱意（講義に対する講義者の熱
意を感じた）」、「質問しやすさ（質問しやす
い講義であった）」、「明瞭な話し方（講義者
は明瞭で聞き取りやすい話し方であった）」、

「適切な資料（スライドや配布資料は適切で
あった）」、「興味喚起（講義の内容に興味を
持った）」、「理解しやすさ（講義の内容は理
解しやすかった）」、「実務有益性（講義の内
容は実務に役に立つと感じた）」、「特色性

（講義の内容は現場の薬剤師として特色のあ
るものであった）」および「講義満足度（総
合的に見て講義は満足であった）」とした。
各項目は、「かなりあてはまる（評価５）、あ
てはまる（評価４）、どちらともいえない

（評価３）、あてはまらない（評価２）、全く
あてはまらない（評価１）」の５件法による
リッカート尺度の回答形式とした。

3．アンケート結果の解析
　講義内容の評価の回答は、評価５を５点、
評価４を４点、評価３を３点、評価２を２点、
評価１を１点と点数化して解析を行った。
多変量解析およびCS分析ともに、「講義満足
度」を目的変数とし、それ以外の項目を説明
変数とした。多変量解析は、重回帰分析およ
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び順序ロジスティック回帰分析を用い、説明
変数の係数の有意水準が0.05以上で説明変数
を除去する変数減少法により行った。CS分
析は、相良らが報告した方法9）に準じて行っ
た。
　解析にはIBM SPSS Statistics 22 （IBM, 
Armonk, NY, USA）を使用した。なお、有
意水準は0.05とした。

結果：
1．アンケート調査の回収結果
　「講義後アンケート」の回収率は、97.6%

（560/574）、有効回答率はすべて100%であっ
た。Fig.1に講義内容の評価を示す。すべて
の項目において評価4以上が85%以上であっ
た。

2．多変量解析による結果
　重回帰分析による解析結果をTable 1（A）
に示す。係数は、「理解しやすさ」、「興味喚
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Fig.１ 　薬学６年制カリキュラムにおける低回生コミュニケーション演習の位置づけ

Table1　多変量解析による解析結果

（A）重回帰分析による解析結果

質問項目 係数 P

理解しやすさ 0.171 0.000

興味喚起 0.163 0.000

実務有益性 0.115 0.004

特色性 0.115 0.001

質問しやすさ 0.113 0.000

適切な資料 0.101 0.004

熱意 0.100 0.002

（B）順序ロジスティック回帰分析による解析結果

 質問項目 係数 P

質問しやすさ 1.346 0.000

理解しやすさ 1.238 0.000

興味喚起 1.124 0.004

実務有益性 1.069 0.001

特色性（しきい値） 1.035 0.000

満足度2 14.0 0.000

満足度3 18.8 0.000

満足度4 26.1 0.000
説明変数の係数の有意水準が0.05以上で説明変数を除去する変
数減少法により行った。
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Fig.２ 　CS分析による解析結果

起」、「実務有益性」、「特色性」、「質問しやす
さ」の順に高値を示した（それぞれ、0.171、
0.163、0.115、0.115、0.113）。

　順序ロジスティック回帰分析による解析結
果をTable１（B）に示す。係数は、「質問し
やすさ」、「理解しやすさ」、「興味喚起」、「実
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務有益性」、「特色性」の順に高値を示した
（それぞれ、1.346、1.238、1.124、1.069、1.035）。

3．CS分析による結果
　CS分析による解析結果として、Fig 2（A）
にCSグラフを、Fig 2（B）に偏差値CSグラ
フを、Table 2に講義内容の評価の項目別の
改善度を示す。改善度は、「興味喚起」、「特
色性」、「熱意」、「質問しやすさ」、「理解しや
すさ」の順に高い正の値を示した（それぞ
れ、6.18、4.81、4.45、2.85、1.55）。一方、「主
題説明」では-10.71と高い負の値を示した。

考察：
　本研究では、多変量解析を用いて講義の満
足度に影響を及ぼす因子とその影響度を明ら
かにし、またCS分析を用いて講義の改善点
を抽出し、薬剤師の講義の評価を行った。
　工学教育の分野では多変量解析により授業
の満足度に影響を及ぼす因子やその影響度を
明らかにしている。大学における講義に関し
ては、薬学での授業評価は工学での評価と近
い結果が得られると期待される。一方、実務
実習における現場の薬剤師の講義は、実践的
かつ経験的な内容を取り入れた実務実習と関
連の深いもので、また医療機関で受ける講義
であることから、講義の評価結果は類推しが
たいと考える。

　重回帰分析では、係数が「理解しやすさ」、
「興味喚起」で高値を示したことから、これ
らの項目は講義の満足度に及ぼす影響が大き
いことが分かった。同様に、順序ロジス
ティック回帰分析では、係数が「質問しやす
さ」、「理解しやすさ」、「興味喚起」で高値を
示したことから、これらの項目は講義の満足
度に及ぼす影響が大きいことが分かった。以
上の結果より、特に「理解しやすさ」と「興
味喚起」が実務実習生の講義に対する満足度
に及ぼす影響が大きいことが明らかになっ
た。工学における授業では、「熱意」、「理解
しやすさ」および「適切な資料」が満足度に
及ぼす影響が大きかったと報告されている
8）。薬剤師による講義でも「理解しやすさ」
では同様の結果が得られ、実務実習生は理解
しやすい講義を求めていることが示唆され
た。一方、薬剤師の講義において「興味喚起」
が満足度に及ぼす影響が大きいという結果が
得られたのは、実務実習生は薬剤師から医療
機関でしか学ぶことができない実践的かつ経
験的な興味深い内容を期待していると考えら
れる。
　CS分析では、改善度が「興味喚起」、「特
色性」で高い正の値であったのに対し「主題
説明」が高い負の値であった。実務実習生の
講義内容の評価は「講義満足度」を含めすべ
ての項目で高かったが、薬剤師は特に「興味
喚起」、「特色性」を高めるような講義を行う
ことにより学生の満足度が高まることが示さ
れた。また、「主題説明」については現状を
維持しつつ行えばよいことが分かった。具体
的には、実務実習生の興味を引く、そして現
場の薬剤師として特色のある内容になるよう
に講義を改善していくことが必要で、講義の
はじめに主題や内容項目について説明するこ
とについては現状を維持でよいと考える。
　今回、「理解しやすさ」が満足度に及ぼす
影響が大きい項目であったのに対し、「特色
性」が改善度の高い項目であった。また、「興

Table 2　CS分析から得られた改善度

質問項目 改善度

興味喚起 6.18

特色性 4.81

熱意 4.45

質問しやすさ 2.85

理解しやすさ 1.55

実務有益性 1.15

適切な資料 －1.36

明瞭な話し方 －9.71

主題説明 －10.74
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味喚起」は満足度に及ぼす影響が大きく、改
善度も高い項目であった。一般的に、多変量
解析は、満足度や成績に影響を及ぼす因子の
抽出とその影響の度合いを調べるのに適して
いるのに対し、CS分析は、満足度や成績の
観点から改善度を調べるのに適している。今
回、両手法を用いて薬剤師の講義を評価する
ことにより、講義内容のどの部分に注力すべ
きか、またどの部分を改善すべきかを明らか
にすることができたことから、両手法により
得られた解析結果は今後の講義の内容や手法
を向上させていくうえで貴重な資料となる。
以上より、多変量解析を用いることにより、
特に「理解しやすさ」と「興味喚起」が「講
義満足度」に影響を及ぼすことが明らかに
なった。また、CS分析を用いることにより、
講義の改善点として特に「興味喚起」と「特
色性」が抽出された。本研究では、病院薬剤
師が実務実習生に対し講義形式での教育を実
施し、実務実習生による評価を行うことによ
り、講義の満足度に影響を及ぼす因子とその
影響度を明らかにするとともに、そして講義
の改善点を抽出することができた。
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